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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器によって実行される、ワイヤレス通信の方法であって、
　基地局から信号を受信することと、ここにおいて、前記受信された信号は、一緒にコー
ディングされる、タイミングアドバンスループインデックス（ＴＬＩ）と電力制御ループ
インデックス（ＰＬＩ）とを備え、
　前記ＴＬＩに少なくとも部分的に基づく複数のタイミングアドバンス（ＴＡ）ループか
らのＴＡループ、前記ＰＬＩに少なくとも部分的に基づく複数の電力制御（ＰＣ）ループ
からのＰＣループ、またはそれらの組み合わせを決定することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記ＴＬＩは、前記受信された信号のダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）に含まれる、請
求項１に記載の方法。
【請求項３】
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）ペイロードのＴＡループインデックスに少なくとも部分的
に基づいてＴＡコマンドを前記ＴＡループに関連付けることをさらに備える、請求項１に
記載の方法。
【請求項４】
　前記ＴＡループは、前記受信された信号に関連付けられた拡張物理ダウンリンク制御チ
ャネル（ｅＰＤＣＣＨ）セットに少なくとも部分的に基づいてさらに決定され、
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　前記方法は、前記ｅＰＤＣＣＨセットに少なくとも部分的に基づいてＴＡコマンドを前
記ＴＡループに関連付けることをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＴＡループは、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）タイプ、制御チャネル復号候補、
仮想セルＩＤ、サブフレームインデックス、サブフレームタイプ、ＤＣＩフォーマット、
制御チャネルタイプ、またはそれらの組み合わせに少なくとも部分的に基づいてさらに決
定される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＰＬＩは、前記受信された信号のダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）に含まれる、請
求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＰＣループは、前記受信された信号のダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）に含まれる
送信電力制御（ＴＰＣ）コマンドに少なくとも部分的に基づいてさらに決定される、請求
項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＰＣループは、前記受信された信号のダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）に含まれる
スクランブルＩＤ（ｎＳＣＩＤ）または疑似コロケーションインジケータ（ＰＱＩ）フィ
ールドおよび物理ダウンリンク共有チャネルレートマッチングに少なくとも部分的に基づ
いてさらに決定される、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＰＣループは、前記受信された信号に関連付けられた拡張物理ダウンリンク制御チ
ャネル（ｅＰＤＣＣＨ）セットに少なくとも部分的に基づいて決定される、請求項１に記
載の方法。
【請求項１０】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　基地局から信号を受信するための手段と、ここにおいて、前記受信された信号は、一緒
にコーディングされる、タイミングアドバンスループインデックス（ＴＬＩ）と電力制御
ループインデックス（ＰＬＩ）とを備え、
　前記ＴＬＩに少なくとも部分的に基づく複数のタイミングアドバンス（ＴＡ）ループか
らのＴＡループ、前記ＰＬＩに少なくとも部分的に基づく複数の電力制御（ＰＣ）ループ
からのＰＣループ、またはそれらの組み合わせを決定するための手段と
　を備える、装置。
【請求項１１】
　前記ＴＬＩは、前記受信された信号のダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）に含まれる、請
求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記ＴＡループを決定するための前記手段は、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）タイプ
、制御チャネル復号候補、仮想セルＩＤ、サブフレームインデックス、サブフレームタイ
プ、ＤＣＩフォーマット、制御チャネルタイプ、またはそれらの組み合わせに少なくとも
部分的に基づいて前記ＴＡループを決定する、請求項１０に記載の装置。
【請求項１３】
　前記ＰＬＩは、前記受信された信号のダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）に含まれる、請
求項１０に記載の装置。
【請求項１４】
　前記ＰＣループを決定するための前記手段は、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）タイプ
、制御チャネル復号候補、仮想セルＩＤ、サブフレームインデックス、サブフレームタイ
プ、ＤＣＩフォーマット、制御チャネルタイプ、またはそれらの組み合わせに少なくとも
部分的に基づいて前記ＰＣループを決定する、請求項１０に記載の装置。
【請求項１５】
　コンピュータ上で実行されると、請求項１乃至９のいずれか一項に記載の方法を実行す
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るための命令を備える、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]　本願は、米国特許法１１９条（ｅ）に基づいて、２０１３年１月２４日に出願
された、「MULTIPLE POWER CONTROL AND TIMING ADVANCE LOOPS DURING WIRELESS COMMUN
ICATION」と題された米国仮特許出願第６１／７５６,４０３号の利益を主張し、その開示
は、その全体が本明細書に参照により明確に組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]　本開示の態様は一般的に、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、ワ
イヤレス通信中における電力制御（ＰＣ）およびタイミングアドバンス（ＴＡ）ループに
関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、電話通信、映像、データ、メッセージング、およ
びブロードキャストのような様々な電気通信サービスを提供するよう広く展開されている
。典型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（例えば、帯域幅、
送信電力）を共有することによって多数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多
元接続技術を用いうる。そのような多元接続技術の例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）
システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）シス
テム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多
元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤ
ＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　[0004]　これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さ
らには地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを提供するよう様々な電気通
信規格において採用されている。台頭してきた電気通信規格の例は、ロングタームエボリ
ューション（ＬＴＥ）である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププロジェクト（３Ｇ
ＰＰ）によって公表されたユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ）のモバイ
ル規格を向上させたもののセットである。それは、スペクトル効率を改善することによっ
てモバイルブロードバンドインターネットアクセスをより良くサポートし、コストを下げ
、サービスを改善し、新たなスペクトルを利用し、ダウンリンク（ＤＬ）上においてＯＦ
ＤＭＡを、アップリンク（ＵＬ）上においてＳＣ－ＦＤＭＡを、そして多入力多出力（Ｍ
ＩＭＯ）アンテナ技術を使用して、他のオープン規格とより良く統合するよう設計される
。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増大し続けるにつれ、
ＬＴＥ技術における更なる改善が必要とされる。好ましくは、これらの改善は、これらの
技術を用いる他の多元接続技術および電気通信規格に適用可能であるべきである。
【０００５】
　[0005]　これは、以下の詳細な説明がより良く理解されうるために、本開示の特徴およ
び技術的利点を、やや広く、概説している。本開示の追加の特徴および利点は、以下に説
明されるだろう。この開示が、本開示の同じ目的を実行するための他の構造を修正または
設計するための基礎として容易に利用されうることは、当業者によって認識されるべきで
ある。また、そのような等価の構造が、添付された特許請求の範囲内に記載の開示の教示
から逸脱しないことも、当業者によって理解されるべきである。さらなる目的および利点
とともに、その編成および動作の方法の両方に関して、本開示の特徴であると考えられる
新規の特徴は、添付図面に関連して考慮される場合に以下の説明からより良く理解される
であろう。しかしながら、図の各々は、例示および説明の目的でのみ提供され、本開示の
限定の定義として意図されないことが明確に理解されるべきである。
【発明の概要】
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【０００６】
　[0006]　一構成において、ワイヤレス通信の方法が開示される。方法は、基地局から信
号を受信することを含む。方法はまた、受信された信号に基づいてタイミングアドバンス
ループのセットからのタイミングアドバンスループを決定することおよび／または電力制
御ループのセットからの電力制御ループを決定することを含む。
【０００７】
　[0007]　別の態様は、基地局から信号を受信するための手段を含む装置を対象とする。
装置はまた、受信された信号に基づいてタイミングアドバンスループのセットからのタイ
ミングアドバンスループを決定するおよび／または電力制御ループのセットからの電力制
御ループを決定するための手段を含む。
【０００８】
　[0008]　別の構成において、非一時的コンピュータ可読媒体を有するワイヤレスネット
ワーク内におけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品が開示される。コ
ンピュータ可読媒体は、プロセッサによって実行される場合、プロセッサに基地局から信
号を受信する動作を遂行させる、その上に記録された非一時的プログラムコードを有する
。プログラムコードはまた、受信された信号に基づいてプロセッサにタイミングアドバン
スループのセットからのタイミングアドバンスループを決定させおよび／または電力制御
ループのセットからの電力制御ループを決定させる。
【０００９】
　[0009]　本開示の別の態様は、メモリおよびメモリに結合された少なくとも１つのプロ
セッサを有するワイヤレス通信を対象とする。プロセッサは、基地局から信号を受信する
よう構成される。プロセッサはまた、受信された信号に基づいてタイミングアドバンスル
ープのセットからのタイミングアドバンスループを決定することおよび／または電力制御
ループのセットからの電力制御ループを決定することを行うよう構成される。
【００１０】
　[0010]　本開示の追加の特徴および利点が以下に説明される。この開示が、本開示の同
じ目的を実行するための他の構造を修正または設計するための基礎として容易に利用され
うることは、当業者によって認識されるべきである。また、そのような等価の構造が、添
付された特許請求の範囲内に記載の開示の教示から逸脱しないことも、当業者によって理
解されるべきである。さらなる目的および利点とともに、その編成および動作の方法の両
方に関して、本開示の特徴であると考えられる新規の特徴は、添付図面に関連して考慮さ
れる場合に以下の説明からより良く理解されるであろう。しかしながら、図の各々は、例
示および説明の目的でのみ提供され、本開示の限定の定義として意図されるものではない
ことが明確に理解されるべきである。
【００１１】
　[0011]　本開示の特徴、性質、および利点は、同様の参照文字が全体を通じて対応して
識別する図面と併せて考慮される場合に以下に記載の詳細な説明からより明白になるであ
ろう。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】ネットワークアーキテクチャの例を例示する図である。
【図２】アクセスネットワークの例を例示する図である。
【図３】ＬＴＥ内におけるダウンリンクフレーム構造の例を例示する図である。
【図４】ＬＴＥ内におけるアップリンクフレーム構造の例を例示する図である。
【図５】ユーザおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチャの例を例示す
る図である。
【図６】アクセスネットワーク内における発展型ノードＢおよびユーザ機器の例を例示す
る図である。
【図７】本開示の一態様による、ループ制御のための方法を例示するフロー図である。
【図８】本開示の一態様による、ループ制御のための方法を例示する概念的なデータフロ
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ー図である。
【詳細な説明】
【００１３】
　[0020]　添付された図面に関連して、以下に記載の詳細な説明は、様々な構成の説明と
して意図されるものであり、本明細書において説明される概念が実現されうる唯一の構成
を表すよう意図されるものではない。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解を提供する
目的のために具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの概念がこれらの具体的な詳細
なしに実現されうることは当業者にとって明らかであろう。いくつかの例において、その
ような概念をあいまいにすることを避けるために、よく知られた構造およびコンポーネン
トがブロック図形式で示される。
【００１４】
　[0021]　電気通信システムの態様が、様々な装置および方法に関連して提示される。こ
れらの装置および方法は、以下の詳細な説明内において説明され、様々なブロック、モジ
ュール、コンポーネント、回路、ステップ、処理、アルゴリズム、等（集合的には「要素
」と呼ばれる）によって添付図面内において例示される。これらの要素は、電子ハードウ
ェア、コンピュータソフトウェア、またはそれらの任意の組み合わせを使用して実装され
うる。そのような要素がハードウェアとしてまたはソフトウェアとして実装されるかどう
かは、特定のアプリケーションおよびシステム全体上において課される設計の制約に依存
する。
【００１５】
　[0022]　例として、要素、または要素の任意の一部、あるいは要素の任意の組み合わせ
は、１つまたは複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装されうる。プロセ
ッサの例は、この開示全体を通じて説明される様々な機能を遂行するよう構成される、マ
イクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、フィー
ルドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）
、ステートマシン、ゲート論理、離散ハードウェア回路、および他の適したハードウェア
を含む。処理システム内における１つまたは複数のプロセッサは、ソフトウェアを実行し
うる。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード
、ハードウェア記述言語、または別の名称で呼ばれるかどうかにかかわらず、命令、命令
のセット、コード、コードセグメント、プログラムコード、プログラム、サブプログラム
、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフト
ウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッ
ド、プロシージャ、関数、等、を意味するよう広く解釈されるべきである。
【００１６】
　[0023]　それ故に、１つまたは複数の例証的な実施形態において、説明された機能は、
ハードウェア、ソフウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせ内におい
て実装されうる。ソフトウェア内において実装される場合、機能は、非一時的コンピュー
タ可読媒体上における１つまたは複数の命令またはコードとして記憶または符号化されう
る。コンピュータ可読媒体は、コンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータ
によってアクセスされることができる任意の利用可能な媒体でありうる。限定ではなく例
として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標
）、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光学ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁
気記憶デバイス、あるいは命令もしくはデータ構造の形で所望のプログラムコードを搬送
または記憶するよう使用されることができ、コンピュータによってアクセスされることが
できる任意の他の媒体を備えることができる。上記の組み合わせはまた、コンピュータ可
読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００１７】
　[0024]　図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を例示する図である。ＬＴ
Ｅネットワークアーキテクチャ１００は、発展型パケットシステム（ＥＰＳ）１００と呼
ばれうる。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）１０２、発展型ＵＭＴ
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Ｓ地上無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）１０４、発展型パケットコア（ＥＰ
Ｃ）１１０、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１２０、およびオペレータのＩＰサービス１
２２を含みうる。ＥＰＳは、他のアクセスネットワークと相互接続することができるが、
簡潔化のために、それらのエンティティ／インターフェースは、示されない。示されるよ
うに、ＥＰＳは、パケット交換サービスを提供するが、当業者が容易に理解するように、
この開示全体を通じて提示される様々な概念は、回路交換サービスを提供するネットワー
クに拡張されうる。
【００１８】
　[0025]　Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅノードＢ）１０６および他のｅノード
Ｂ１０８を含む。ｅノードＢ１０６は、ＵＥ１０２へのユーザおよび制御プレーンプロト
コル終端を提供する。ｅノードＢ１０６は、バックホール（例えば、Ｘ２インターフェー
ス）を介して他のｅノードＢ１０８に接続されうる。ｅノードＢ１０６はまた、基地局、
ベーストランシーバ局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービ
スセット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、または何らかの他の適した専門用
語で呼ばれうる。ｅノードＢ１０６は、ＵＥ１０２のためにＥＰＣ１１０にアクセスポイ
ントを提供する。ＵＥ１０２の例は、セルラ電話、スマートフォン、セッション開始プロ
トコル（ＳＩＰ）電話、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星ラジオ、全地球測
位システム、マルチメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレイヤ（
例えば、ＭＰ３プレイヤ）、カメラ、ゲーム機器、または任意の他の同様の機能を有する
デバイスを含む。ＵＥ１０２はまた、当業者によって、モバイル局、加入者局、モバイル
ユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、遠隔ユニット、モバイルデバイス、ワ
イヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、遠隔デバイス、モバイル加入者局、アクセ
ス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、遠隔端末、ハンドセット、ユーザエージェント
、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の適した専門用語で呼ばれう
る。
【００１９】
　[0026]　ｅノードＢ１０６は、例えば、Ｓ１インターフェースを介してＥＰＣ１１０に
接続される。ＥＰＣ１１０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）１１２、他のＭＭ
Ｅ１１４、サービングゲートウェイ１１６、およびパケットデータネットワーク（ＰＤＮ
）ゲートウェイ１１８を含む。ＭＭＥ１１２は、ＵＥ１０２とＥＰＣ１１０との間のシグ
ナリングを処理する制御ノードである。一般的に、ＭＭＥ１１２は、ベアラおよび接続管
理を提供する。全てのユーザＩＰパケットは、サービングゲートウェイ１１６を通じて転
送され、それ自身は、ＰＤＮゲートウェイ１１８に接続される。ＰＤＮゲートウェイ１１
８は、ＵＥにＩＰアドレスの割り振り、ならびに他の機能を提供する。ＰＤＮゲートウェ
イ１１８は、オペレータのＩＰサービス１２２に接続される。オペレータのＩＰサービス
１２２は、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ
）、およびＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ）を含みうる。
【００２０】
　[0027]　図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ内におけるアクセスネットワーク
２００の例を例示する図である。この例において、アクセスネットワーク２００は、多数
のセルラ領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅノ
ードＢ２０８は、１つまたは複数のセル２０２と重複するセルラ領域２１０を有しうる。
より低い電力クラスのｅノードＢ２０８は、遠隔無線ヘッド（ＲＲＨ）、フェムトセル（
例えば、ホームｅノードＢ（ＨｅＮＢ））、ピコセル、またはマイクロセルでありうる。
マクロｅノードＢ２０４は、それぞれのセル２０２に各々割り当てられ、セル２０２内に
おける全てのＵＥ２０６のためにＥＰＣ１１０にアクセスポイントを提供するよう構成さ
れる。アクセスネットワーク２００のこの例には集中コントローラが存在しないが、代替
の構成において集中コントローラが使用されうる。ｅノードＢ２０４は、無線ベアラ制御
、アドミッション制御、モビリティ制御、スケジューリング、セキュリティ、およびサー
ビングゲートウェイ１１６への接続性を含む、全ての無線関連の機能を担う。
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【００２１】
　[0028]　アクセスネットワーク２００によって用いられる変調および多元接続スキーム
は、展開される特定の電気通信規格に依存して異なりうる。ＬＴＥアプリケーションにお
いて、周波数分割複信（ＦＤＤ）および時分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポートするよう
ＯＦＤＭがダウンリンク上において使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがアップリンク上において
使用される。以下の詳細な説明から当業者が容易に理解するように、本明細書において提
示される様々な概念は、ＬＴＥアプリケーションによく適する。しかしながら、これらの
概念は、他の変調および多元接続技法を用いる他の電気通信規格に容易に拡張されうる。
例として、これらの概念は、エボリューションデータ最適化（Evolution-Data Optimized
）（ＥＶ－ＤＯ）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）に拡張されうる。Ｅ
Ｖ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリの一部として、第３世代パート
ナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２）によって公表されたエアインターフェース規格
であり、モバイル局にブロードバンドインターネットアクセスを提供するようＣＤＭＡを
用いる。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））、およびＴ
Ｄ－ＳＣＤＭＡのようなＣＤＭＡの他の変形を用いるユニバーサル地上無線アクセス（Ｕ
ＴＲＡ）、ＴＤＭＡを用いる移動体通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標
））、およびＯＦＤＭＡを用いる発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラモバイルブ
ロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ
８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、ならびにフラッシュ
ＯＦＤＭに拡張されうる。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、およびＧＳＭ（
登録商標）は、３ＧＰＰの組織からの文書内において説明される。ＣＤＭＡ２０００およ
びＵＭＢは、３ＧＰＰ２の組織からの文書内において説明される。用いられる実際のワイ
ヤレス通信規格および多元接続技術は、特定のアプリケーションおよびシステム上におい
て課せられた全体的な設計の制約に依存するだろう。
【００２２】
　[0029]　ｅノードＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする多数のアンテナを有しうる
。ＭＩＭＯ技術の使用は、ｅノードＢ２０４に、空間ドメインを利用して、空間多重化、
ビームフォーミング、および送信ダイバーシティをサポートすることを可能にする。空間
多重化は、同じ周波数上において同時にデータの異なるストリームを送信するよう使用さ
れうる。データストリームは、データレートを増大させるよう単一のＵＥ２０６に、また
は、システム容量全体を増大させるよう多数のＵＥ２０６に、送信されうる。これは、各
データストリームを空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅および位相のスケーリ
ングを適用し）、その後、ダウンリンク上における多数の送信アンテナを通じて各々の空
間的にプリコーディングされたストリームを送信することによって達成される。空間的に
プリコーディングされたデータストリームは、異なる空間シグネチャとともにＵＥ２０６
へと到達し、それは、ＵＥ２０６の各々に、そのＵＥ２０６に宛てられた１つまたは複数
のデータストリームを復元することを可能にする。アップリンク上において、各ＵＥ２０
６は、空間的にプリコーディングされたデータストリームを送信し、それは、ｅノードＢ
２０４に、各々の空間的にプリコーティングされたデータストリームのソースを識別する
ことを可能にする。
【００２３】
　[0030]　空間多重化は一般的に、チャネル条件が良好な場合に使用される。チャネル条
件があまり良好でない場合、ビームフォーミングは、１つまたは複数の方向に送信エネル
ギーを集中するよう使用されうる。これは、多数のアンテナを通じた送信のためにデータ
を空間的にプリコーディングすることによって達成されうる。セルの端において良好なカ
バレッジを達成するために、単一ストリームのビームフォーミング送信は、送信ダイバー
シティと組み合わせて使用されうる。
【００２４】
　[0031]　以下の詳細な説明において、アクセスネットワークの様々な態様がダウンリン
ク上においてＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムに関連して説明される。ＯＦＤＭ
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は、ＯＦＤＭシンボル内における多数のサブキャリアにわたってデータを変調する拡散ス
ペクトル技法である。サブキャリアは、正確な周波数で間隔が空けられる。間隔を空ける
ことは、受信機にサブキャリアからのデータを復元することを可能にする「直交性」を提
供する。時間ドメインにおいて、ＯＦＤＭシンボル間干渉に対抗するよう、ガードインタ
ーバル（例えば、サイクリックプリフィクス）が各ＯＦＤＭシンボルに追加されうる。ア
ップリンクは、高いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）を補償するようＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ
信号の形態でＳＣ－ＦＤＭＡを使用しうる。
【００２５】
　[0032]　図３は、ＬＴＥ内におけるダウンリンクフレーム構造の例を例示する図３００
である。フレーム（１０ｍｓ）は、１０の等しいサイズのサブフレームに分割されうる。
各サブフレームは、２つの連続した時間スロットを含みうる。リソースグリッドは、２つ
の時間スロットを表すよう使用されえ、各時間スロットは、リソースブロックを含む。リ
ソースグリッドは、多数のリソース要素に分割される。ＬＴＥにおいて、リソースブロッ
クは、周波数ドメイン内において１２の連続するサブキャリアを、各ＯＦＤＭシンボル内
における通常のサイクリックプリフィクスでは、時間ドメイン内において７つの連続する
ＯＦＤＭシンボルを含み、合計で８４のリソース要素を含む。拡張されたサイクリックプ
リフィックスについて、リソースブロックは、時間ドメイン内において６つの連続するＯ
ＦＤＭシンボルを含み、７２のリソース要素に帰結する。リソースエレメントのうちのい
くつかは、Ｒ３０２、３０４として示されているように、ダウンリンク基準信号（ＤＬ－
ＲＳ）を含む。ＤＬ－ＲＳは、セル固有のＲＳ（ＣＲＳ）（共通ＲＳと呼ばれることもあ
る）３０２およびＵＥ固有のＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）３０４を含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対
応する物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）がマッピングされるリソースブロッ
ク上においてのみ送信される。各リソース要素によって搬送されるビット数は、変調スキ
ームに依存する。したがって、ＵＥが受信するリソースブロックがより多いほど、および
変調スキームがより高いほど、ＵＥのためのデータレートは、より高くなる。
【００２６】
　[0033]　図４は、ＬＴＥ内におけるアップリンクフレーム構造の一例を例示する図４０
０である。アップリンクのために利用可能なリソースブロックは、データセクションおよ
び制御セクションに区分されうる。制御セクションは、システム帯域幅の両端において形
成され、構成可能なサイズを有しうる。制御セクション内におけるリソースブロックは、
制御情報の送信のためにＵＥに割り当てられうる。データセクションは、制御セクション
内に含まれない全てのリソースブロックを含みうる。アップリンクフレーム構造は、隣接
したサブキャリアを含むデータセクションに帰結し、それは、単一のＵＥに、データセク
ション内における隣接したサブキャリアの全てが割り当てられることを許可しうる。
【００２７】
　[0034]　ＵＥは、ｅノードＢに制御情報を送信するよう制御セクション内におけるリソ
ースブロック４１０ａ、４１０ｂを割り当てられうる。ＵＥはまた、ｅノードＢにデータ
を送信するようデータセクション内におけるリソースブロック４２０ａ、４２０ｂを割り
当てられうる。ＵＥは、制御セクション内における割り当てられたリソースブロック上の
物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）内において制御情報を送信しうる。ＵＥは
、データセクション内における割り当てられたリソースブロック上の物理アップリンク共
有チャネル（ＰＵＳＣＨ）内において、データのみ、またはデータおよび制御情報の両方
を送信しうる。アップリンク送信は、サブフレームの両スロットにまたがり、周波数にわ
たってホッピングしうる。
【００２８】
　[0035]　リソースブロックのセットは、初期システムアクセスを遂行し、物理ランダム
アクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）４３０内においてアップリンク同期を達成するよう使用
されうる。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送する。各ランダムアクセスプ
リアンブルは、６つの連続するリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波
数は、ネットワークによって規定される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送
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信は、ある特定の時間および周波数リソースに制限される。ＰＲＡＣＨのためにホッピン
グする周波数は存在しない。ＰＲＡＣＨ試行は、単一のサブフレーム（１ｍｓ）内、また
は少数の隣接するサブフレームのシーケンス内において搬送され、ＵＥは、フレーム（１
０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡＣＨ試行のみを行うことができる。
【００２９】
　[0036]　図５は、ＬＴＥ内におけるユーザおよび制御プレーンのための無線プロトコル
アーキテクチャの例を例示する図５００である。ＵＥおよびｅノードＢのための無線プロ
トコルアーキテクチャは、レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ３の３つのレイヤで示され
る。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は、最下位のレイヤであり、様々な物理レイヤ信号処理機能
を実装する。Ｌ１レイヤは、本明細書において物理レイヤ５０６と呼ばれることになる。
レイヤ２（Ｌ２レイヤ）５０８は、物理レイヤ５０６よりも上位にあり、物理レイヤ５０
６にわたるＵＥとｅノードＢとの間のリンクを担う。
【００３０】
　[0037]　ユーザプレーンにおいて、Ｌ２レイヤ５０８は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）
サブレイヤ５１０、無線リンク制御（ＲＬＣ）サブレイヤ５１２、およびパケットデータ
コンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）５１４サブレイヤを含み、それらは、ネットワ
ーク側上におけるｅノードＢにおいて終端する。示されないが、ＵＥは、ネットワーク側
上におけるＰＤＮゲートウェイ１１８において終端するネットワークレイヤ（例えば、Ｉ
Ｐレイヤ）、および接続の他端（例えば、遠端ＵＥ、サーバ、等）において終端するアプ
リケーションレイヤを含む、Ｌ２レイヤ５０８よりも上の、いくつかの上位レイヤを有し
うる。
【００３１】
　[0038]　ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間で多重
化を提供する。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信のオーバヘッドを低減するた
めの上位レイヤデータパケットのためのヘッダ圧縮、データパケットを暗号化することに
よるセキュリティ、ｅノードＢ間におけるＵＥのためのハンドオーバサポートを提供する
。ＲＬＣサブレイヤ５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよびリ
アセンブリ、損失データパケットの再送、および、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ
）に起因する、順序が乱れた受信を補償するデータパケットの並び替えを提供する。ＭＡ
Ｃサブレイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間で多重化を提供す
る。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＵＥ間における１つのセル内において様々な無線リ
ソース（例えば、リソースブロック）の割り振りを担う。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた
、ＨＡＲＱ動作を担う。
【００３２】
　[0039]　制御プレーンにおいて、ＵＥおよびｅノードＢのための無線プロトコルアーキ
テクチャは、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能が存在しないという点を除き、物理レ
イヤ５０６およびＬ２レイヤ５０８の場合と実質的に同一である。制御プレーンはまた、
レイヤ３（Ｌ３レイヤ）内における無線リソース制御（ＲＲＣ）サブレイヤ５１６を含む
。ＲＲＣサブレイヤ５１６は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得することと
、ｅノードＢとＵＥとの間でＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することと
を担う。
【００３３】
　[0040]　図６は、アクセスネットワーク内においてＵＥ６５０と通信するｅノードＢ６
１０のブロック図である。ダウンリンクにおいて、コアネットワークからの上位レイヤパ
ケットは、コントローラ／プロセッサ６７５に提供される。コントローラ／プロセッサ６
７５は、Ｌ２レイヤの機能を実装する。ダウンリンクにおいて、コントローラ／プロセッ
サ６７５は、ヘッダの圧縮、暗号化、パケットセグメンテーションおよび並び替え、論理
チャネルとトランスポートチャネルとの間での多重化、および様々な優先順位メトリック
に基づいたＵＥ６５０への無線リソースの割り振りを提供する。コントローラ／プロセッ
サ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作、損失パケットの再送、ＵＥ６５０へのシグナリングを担
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う。
【００３４】
　[0041]　ＴＸプロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のための様々
な信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（ＦＥＣ
）を容易にするようコーディングおよびインターリーブすることと、様々な変調スキーム
（例えば、２位相偏移変調（ＢＰＳＫ）、４位相偏移変調（ＱＰＳＫ）、Ｍ位相変調（Ｍ
－ＰＳＫ）、Ｍ値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ））に基づいて信号コンステレーションにマ
ッピングすることとを含む。コーディングおよび変調されたシンボルは、その後、並行な
ストリームに分けられる。各ストリームは、その後、時間ドメインＯＦＤＭシンボルスト
リームを搬送する物理チャネルを生成するよう、ＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ
、時間および／または周波数ドメイン内において基準信号（例えば、パイロット）と多重
化され、その後、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）を使用して互いに組み合わされる。Ｏ
ＦＤＭストリームは、多数の空間ストリームを生成するよう空間的にプリコーディングさ
れる。チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、コーディングおよび変調スキーム
を決定するよう、ならびに空間処理のために使用されうる。チャネル推定値は、ＵＥ６５
０によって送信された基準信号および／またはチャネル条件フィードバックから導出され
うる。各空間ストリームは、その後、別個の送信機６１８ＴＸを介して異なるアンテナ６
２０に提供される。各送信機６１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ストリームを用
いてＲＦキャリアを変調する。
【００３５】
　[0042]　ＵＥ６５０では、各受信機６５４ＲＸは、そのそれぞれのアンテナ６５２を通
じて信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上において変調された情報を
復元し、受信機（ＲＸ）プロセッサ６５６に情報を提供する。ＲＸプロセッサ６５６は、
Ｌ１レイヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛
てられた任意の空間ストリームを復元するよう情報に対して空間処理を遂行する。多数の
空間ストリームがＵＥ６５０に宛てられる場合、それらは、ＲＸプロセッサ６５６により
単一のＯＦＤＭシンボルストリームに組み合わされうる。ＲＸプロセッサ６５６は、その
後、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用して、ＯＦＤＭシンボルストリームを時間ドメイ
ンから周波数ドメインへと変換する。周波数ドメイン信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャリ
アごとに別個のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボル、お
よび基準信号は、ｅノードＢ６１０によって送信された最も可能性の高い信号コンステレ
ーションポイントを決定することによって、復元および復調される。これらの軟判定は、
チャネル推定器６５８によって計算されたチャネル推定値に基づきうる。軟判定は、その
後、物理チャネル上においてｅノードＢ６１０により当初送信されたデータおよび制御信
号を復元するよう復号およびデインターリーブされる。データおよび制御信号は、その後
、コントローラ／プロセッサ６５９に提供される。
【００３６】
　[0043]　コントローラ／プロセッサ６５９は、Ｌ２レイヤを実装する。コントローラ／
プロセッサは、プログラムコードおよびデータを記憶するメモリ６６０に関連付けられる
ことができる。メモリ６６０は、コンピュータ可読媒体と呼ばれうる。アップリンクにお
いて、コントローラ／プロセッサ６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケット
を復元するよう、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間での逆多重化、パケット
のリアセンブリ、暗号解読、ヘッダの解凍、制御信号処理を提供する。上位レイヤパケッ
トは、その後、データシンク６６２に提供され、それは、Ｌ２レイヤより上位の全てのプ
ロトコルレイヤを表す。様々な制御信号はまた、Ｌ３処理のためにデータシンク６６２に
提供されうる。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするよ
う肯定応答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用した誤り検
出を担う。
【００３７】
　[0044]　アップリンクにおいて、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６
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５９に上位レイヤパケットを提供するよう使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイ
ヤより上位の全てのプロトコルレイヤを表す。ｅノードＢ６１０によるダウンリンク送信
に関連して説明された機能と同様に、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮、
暗号化、パケットセグメンテーションと並び替え、およびｅノードＢ６１０による無線リ
ソースの割り振りに基づいた論理チャネルとトランスポートチャネルとの間での多重化を
提供することにより、ユーザプレーンおよび制御プレーンのためのＬ２レイヤを実装する
。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作、損失パケットの再送、ｅノー
ドＢ６１０へのシグナリングを担う。
【００３８】
　[0045]　ｅノードＢ６１０によって送信された基準信号またはフィードバックからチャ
ネル推定器６５８によって導出されたチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調
スキームを選択することと、空間処理を容易にすることとを行うようＴＸプロセッサ６６
８によって使用されうる。ＴＸプロセッサ６６８によって生成された空間ストリームは、
別個の送信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に提供される。各送信機６５４Ｔ
Ｘは、送信のためにそれぞれの空間ストリームを用いてＲＦキャリアを変調する。
【００３９】
　[0046]　アップリンク送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関連して説明されたも
のと同様の方法でｅノードＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、そのそ
れぞれのアンテナ６２０を通じて信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア
上において変調された情報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０に情報を提供する。ＲＸプロ
セッサ６７０は、Ｌ１レイヤを実装しうる。
【００４０】
　[0047]　コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイヤを実装する。コントローラ／
プロセッサ６７５は、プログラムコードおよびデータを記憶するメモリ６７６に関連付け
られることができる。メモリ６７６は、コンピュータ可読媒体と呼ばれうる。アップリン
クにおいて、コントローラ／プロセッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケット
を復元するよう、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間での逆多重化、パケット
のリアセンブリ、暗号解読、ヘッダの解凍、制御信号処理を提供する。コントローラ／プ
ロセッサ６７５からの上位レイヤパケットは、コアネットワークに提供されうる。コント
ローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするようＡＣＫおよび／また
はＮＡＣＫプロトコルを使用した誤り検出を担う。
【００４１】
　[0048]　ＬＴＥリリース８、９、および１０において、物理ダウンリンク制御チャネル
（ＰＤＣＣＨ）のような、制御チャネルは、サブフレーム内における第１のいくつかのシ
ンボル内において位置付けられ、システム帯域幅全体内において分散される。その上、制
御チャネルは、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のような、共有チャネルと
時間多重化（ＴＤＭ）される。したがって、サブフレームは、制御領域およびデータ領域
に分割される。
【００４２】
　[0049]　ＬＴＥリリース１１において、拡張ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）のような、拡
張制御チャネルが導入される。ＰＤＣＣＨのような、典型的な制御チャネルは、サブフレ
ーム内において第１のいくつかの制御シンボルを占有する。対照的に、拡張制御チャネル
は、共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）と同様に、データ領域を占有しうる。拡張制御チャネル
は、制御チャネル容量を増大させ、周波数ドメインのセル間干渉協調（ＩＣＩＣ）をサポ
ートし、制御チャネルリソースの空間再利用を改善し、ビームフォーミングおよび／また
はダイバーシティをサポートし、新たなキャリアタイプ上およびマルチキャストブロード
キャストスタイル周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレーム内において動作し、従
来のユーザ機器（ＵＥ）と同じキャリア上において共存しうる。
【００４３】
　[0050]　ＵＥは、サブフレームのサブセットまたは全てのサブフレーム内における拡張
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制御チャネルについてモニタするよう構成されうる。いくつかのケースにおいて、ＵＥが
サブフレームのための所与のキャリア上における拡張制御チャネルのＵＥ特有の検索スペ
ース（ＵＳＳ）をモニタする場合、ＵＥは、同じキャリア上における典型的な制御チャネ
ルをモニタしない。このケースにおいて、ＵＥは、典型的な制御チャネル上における共通
検索スペース（ＣＳＳ）をモニタする。他のケースにおいて、拡張制御チャネルをモニタ
するために構成されないサブフレームについて、ＵＥは、ＬＴＥリリース１０の仕様にし
たがって典型的な制御チャネル上における共通検索スペースおよびＵＥ特有の検索スペー
スをモニタする。
【００４４】
　[0051]　ＵＥは、Ｋとして示される、最大２つの拡張制御チャネルリソースセットで構
成されうる。拡張制御チャネルセットは、Ｎの物理リソースブロック（ＰＲＢ）ペアのグ
ループとして定義される。各リソースセットは、特定のサイズ（例えば、２、４または８
つの物理リソースブロックペア）を有しうる。ブラインド復号試行の総数は、Ｋから独立
しうる。ＵＥのためのブラインド復号試行の総数は、Ｋの拡張制御チャネルセットに分け
られうる。各拡張制御チャネルセットは、ローカライズされた拡張制御チャネルまたは分
散された拡張制御チャネルのために構成されうる。異なる論理拡張制御チャネルセットイ
ンデックスを有する拡張制御チャネルセットの物理リソースブロックペアは、完全に重複
、部分的に重複されうる、または全く重複しない可能性がある。
【００４５】
　[0052]　いくつかのケースにおいて、拡張制御チャネル復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）は
、共有データチャネル復調基準信号に対して定義された同じスクラブリングシーケンス生
成器を使用するよう規定される。ポート１０７～１１０上における拡張制御チャネルのた
めの復調基準信号のスクラブリングシーケンス生成器は、以下の式によって初期化されう
る。
【数１】

【００４６】
　[0053]　方程式１において、Ｘは、仮想セルＩＤであり、ＵＥ特有の上位レイヤシグナ
リングによって構成される。Ｘは、セットごとに１つの値を有する。第２のセットについ
てのＸのデフォルト値は、第１のセットについての値と同じである。加えて、ｎｓは、０
から１９までの範囲にわたる、スロットインデックスである。さらに、方程式１において
、ｎＳＣＩＤは、２に等しい。
【００４７】
　[0054]　ＬＴＥリリース１１は、多地点協調送信（ＣｏＭＰ）をサポートする。ＣｏＭ
Ｐは、多数のｅノードＢからの協調送信（ダウンリンクＣｏＭＰ）あるいは１つまたは複
数のＵＥからの受信（アップリンクＣｏＭＰ）を指す。ダウンリンクＣｏＭＰおよびアッ
プリンクＣｏＭＰは、ＵＥに対して別々にまたは一緒に可能にされうる。ＣｏＭＰスキー
ムの一例は、多数のｅノードＢがＵＥのための同じデータを送信するジョイント送信（Ｊ
Ｔ）である。ＣｏＭＰスキームの別の例は、多数のｅノードＢがＵＥから同じデータを受
信するジョイント受信である。ＣｏＭＰスキームはまた、近隣セル内におけるＵＥへの干
渉を低減するよう選択されたビームを使用してｅノードＢがサービングされたＵＥに送信
する協調ビームフォーミング（ＣＢＦ）をサポートしうる。加えて、ＣｏＭＰスキームは
、データ送信に関与するセルがサブフレームごとに変わりうる動的ポイント選択（ＤＰＳ
）をサポートしうる。
【００４８】
　[0055]　ＣｏＭＰは、同種ネットワークおよび／または異種ネットワーク（ＨｅｔＮｅ
ｔ）内において存在しうる。ＣｏＭＰスキームのために規定されたノードは、Ｘ２のよう
な、ワイヤード接続、および／またはワイヤレス接続を介して接続されうる。いくつかの
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ケースにおいて、１つまたは複数の仮想セルＩＤは、改善されたＣｏＭＰ動作のために共
有チャネル上におけるＵＥのために構成されうる。仮想セルＩＤは、ＵＥに動的に示され
うる。
【００４９】
　[0056]　ＬＴＥにおいて、ｅノードＢは、タイミングアドバンス（ＴＡ）コマンドを発
行することによってアップリンク送信タイミングを制御する。タイミングアドバンスコマ
ンドは、ＵＥの受信されたアップリンク信号が同期するように所与のセル内においてＵＥ
のアップリンクタイミングを制御するようｅノードＢのために規定される。同期は、セル
間干渉を低減し、アップリング信号の直交性を改善することが望まれうる。
【００５０】
　[0057]　ＵＥは、セルの受信されたダウンリンクタイミングおよびタイミングアドバン
スコマンドに基づいてそのアップリンク送信タイミングを導出する。将来のＬＴＥリリー
スにおいて、２つ以上のアップリンクタイミングブランチは、キャリアごとに、ＵＥのた
めに、規定されうる。例えば、２つ以上のアップリンクタイミングブランチは、動的切り
替えがダウンリンク基準セルの間において構成される場合に規定されうる。より具体的に
は、一構成において、動的切り替えが２つのダウンリンク基準セル（セル１とセル２と）
の間で規定される場合、ＵＥは、２つのアップリンクタイミングブランチ、セル１のため
の１つのタイミングブランチおよびセル２のための１つのタイミングブランチを、維持す
る。加えて、タイミングアドバンスコマンドは、セル依存でありうる。すなわち、いくつ
かのコマンドは、セル１専用であり、他のコマンドは、セル２専用である。タイミングア
ドバンスコマンドの特定のセルとの関連付けは、明示的にシグナリングされうる、または
暗示的に導出されうる（例えば、共有チャネルのサービングセルと関連付けられる）。
【００５１】
　[0058]　ＬＴＥにおいて、アップリンク電力制御（ＰＣ）は、開ループ電力制御（半静
的構成）または（電力制御コマンドを有する）閉ループ電力制御として定義されうる。開
ループ電力制御について、セル特有およびＵＥ特有の開ループ電力制御パラメータは、Ｕ
Ｅに示されうる。開ループ電力制御はまた、開ループパス損失測定に基づく。閉ループ電
力制御について、ＵＥは、ユニキャストまたはグループキャスト制御チャネルを介して電
力制御コマンドを発行される。
【００５２】
　[0059]　電力制御は、異なるタイプのチャネルに適用されうる。物理アップリンク共有
チャネル（ＰＵＳＣＨ）のような、共有アップリンクチャネルについて、閉ループ電力制
御は、蓄積電力制御モードまたは絶対電力制御モードのいずれか内において規定されうる
。ＵＥは、上位レイヤを介して特定のモード（例えば、蓄積電力制御モードまたは絶対電
力制御モード）のために構成される。蓄積電力制御について、サブフレームｉにおける蓄
積された電力制御コマンドは、関数ｆ（ｉ）＝ｆ（ｉ－１）＋δＰＵＳＣＨ（ｉ－ＫＰＵ

ＳＣＨ）を介して維持され、δＰＵＳＣＨは、受信された電力制御コマンドである。さら
に、値ＫＰＵＳＣＨは、タイミング関係を定義する。ＫＰＵＳＣＨは、１より大きいかま
たは等しいことに留意されたい。一構成において、周波数分割複信について、ＫＰＵＳＣ

Ｈは、４である。別の構成において、時分割複信について、ＫＰＵＳＣＨの値は、ダウン
リンクサブフレーム構成およびアップリンクサブフレーム構成に基づきうる。
【００５３】
　[0060]　物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）のような、アップリンク制御チ
ャネルについて、閉ループ電力制御は、蓄積電力制御モードとして規定されうる。サブフ
レームｉにおける蓄積された電力制御コマンドは、関数ｇ（ｉ）＝ｇ（ｉ－１）＋ｓｕｍ
＿｛ｍ＝０｝＾｛Ｍ－１｝δＰＵＳＣＨ（ｉ－ｋ＿ｍ）｝を介して維持され、δＰＵＳＣ

Ｈは、受信された電力制御コマンドであり、値ｋ＿ｍは、タイミング関係を定義する。ｋ
＿ｍは、１より大きいかまたは等しいことに留意されたい。一構成において、周波数分割
複信について、Ｍは、１に等しく、ｋ＿０は、４に等しい。別の構成において、時分割複
信について、Ｍおよびｋ＿ｍの値は、ダウンリンクサブフレーム構成およびアップリンク
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サブフレーム構成に基づきうる。
【００５４】
　[0061]　サウンディング基準信号について、電力制御は、関数ｆ（ｉ）を介して共有ア
ップリンクチャネルに関連付けられうる。一構成において、サウンディング基準信号に対
する電力オフセットは、共有アップリンクチャネルに対する電力オフセットとは別個に構
成されうる。
【００５５】
　[0062]　いくつかのケースにおいて、ＵＥは、その電力ヘッドルームをｅノードＢにレ
ポートする。レポートすることは、周期的、イベント駆動でありうる、および／または条
件に基づきうる。電力ヘッドルームは、共有アップリンクチャネル送信電力および／また
は物理制御チャネルから導出されうる。電力ヘッドルームはさらに、最大送信電力から導
出されうる。
【００５６】
　[0063]　ＬＴＥリリース１０において、ＵＥは、２つ以上のコンポーネントキャリアで
構成されうる。コンポーネントキャリアのうちの１つは、一次コンポーネントキャリア（
ＰＣＣ）として構成される。一次コンポーネントキャリアはまた、一次セルまたはＰＣｅ
ｌｌと呼ばれうる。セルは、ダウンリンクコンポーネントキャリア（ＣＣ）およびアップ
リンクコンポーネントキャリアの組み合わせである。いくつのコンポーネントキャリアが
ＵＥのために構成されるかにかかわらず、アップリンク制御チャネルは、一次コンポーネ
ントキャリア上においてのみ送信されうる。ＵＥは、コンポーネントキャリアの共有アッ
プリンクチャネルごとに別個の蓄積電力制御ループを維持する。電力制御ループは、キャ
リアアグリゲーションのためのコンポーネントキャリアまたは構成されたセルの一部とし
て関数ｆｃ（ｉ）によって維持される。関数ｆｃ（ｉ）において、ｃは、サービングセル
またはコンポーネントキャリアインデックスである。
【００５７】
　[0064]　前述されたように、ＵＥのために規定された１つのアップリンク制御チャネル
のみが存在しうる。それ故に、１つのアップリンク制御チャネルのみが規定される場合、
１つの電力制御関数ｇ（ｉ）のみが存在する。電力制限が規定される場合、ＵＥは、アッ
プリンクチャネル間において電力優先順位付けを遂行しうる。アップリンク制御チャネル
には、最も高い優先順位が与えられ、共有アップリンクチャネルには、次に最も高い優先
順位が与えられる。電力ヘッドルームレポート（ＰＨＲ）は、２つのタイプ、タイプ１お
よびタイプ２についてレポートされる。タイプ１は、アップリンク制御チャネルを含まず
、電力ヘッドルームレポートは、共有アップリンクチャネルに基づく。タイプ２は、アッ
プリンク制御チャネルを含み、電力ヘッドルームレポートは、アップリンク制御チャネル
および共有アップリンクチャネルに基づく。
【００５８】
　[0065]　将来のリリースにおいて、２つ以上のアップリンク電力制御動作は、コンポー
ネントキャリアごとに規定されうる。２つ以上の電力制御動作は、開ループ電力制御およ
び／または閉ループ電力制御でありうる。電力制御動作は、ＵＥに明示的にまた暗示的に
示されうる。
【００５９】
　[0066]　開ループ電力制御について、ＵＥは、２つ以上のＣＳＩ－ＲＳセットで構成さ
れうる。ＵＥは、開ループ電力制御管理のために使用するようＣＩＳ－ＲＳセットについ
てのインジケーションを受信しうる。具体的には、ＵＥは、開ループ電力制御を導出する
ようパス損失測定のためにＣＳＩ－ＲＳセットで構成されうる。
【００６０】
　[0067]　閉ループ電力制御について、ＵＥは、２つ以上のＣＳＩ－ＲＳセットで構成さ
れうる。ＵＥは、閉ループ電力制御管理のために使用するようＣＩＳ－ＲＳセットについ
てのインジケーションを受信しうる。例えば、ＵＥは、２つ以上の電力制御関数ｆｓ（ｉ
）および／または２つ以上の制御関数ｇｓ（ｉ）を維持しうる。電力制御関数について、
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ｓは、サービングセルのインデックスである。別個の電力ヘッドルームレポートは、セッ
トｓに基づいてそれに応じてレポートされうる。別個の電力制御コマンドは、セットｓに
基づいてＵＥに送信されうる。すなわち、電力制御コマンドは、セット依存でありうる。
【００６１】
　[0068]　ＵＥが上述されたように２つ以上のアップリンクタイミングおよび／またはア
ップリンク電力制御ループを有するよう構成される場合、ループの各々のためにタイミン
グアドバンスコマンドおよび／または電力制御コマンドを提供することが望ましい。タイ
ミングアドバンスコマンドおよびタイミングアドバンスループについてのインジケーショ
ンは、明示的または暗示的であることができる。同様に、電力制御コマンドおよび電力制
御ループについてのインジケーションは、明示的または暗示的でありうる。本開示の態様
は、アップリンク制御チャネルまたはデータチャネル内において使用するためにタイミン
グアドバンスループまたは電力制御ループをどのように明示的また暗示的に決定するのか
について説明するだろう。さらに、本開示の態様は、タイミングアドバンスコマンドをど
のようにタイミングアドバンスループに関連付けるのかについて説明するだろう。加えて
、本開示の態様は、電力制御コマンドをどのように電力制御ループに関連付けるのかにつ
いて説明するだろう。
【００６２】
　[0069]　一構成において、タイミングアドバンスループは、タイミングアドバンスルー
プインデックス（ＴＬＩ）情報フィールドを介して明示的に決定されうる。タイミングア
ドバンスループインデックス情報フィールドは、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）内にお
けるフィールドとして含まれうる。タイミングアドバンスループインデックスに対するビ
ットの数は、Ｍのタイミングアドバンスループに対してｌｏｇ２（Ｍ）でありうる。した
がって、例えば、２つのタイミングアドバンスループが存在する場合、タイミングループ
インデックスは、１ビット（例えば、ｌｏｇ２（２））でありうる。その上、タイミング
アドバンスループインデックスは、ダウンリンクモード依存ダウンリンク制御情報フォー
マット（例えば、ダウンリンク制御情報フォーマット１／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／
２Ｃ／２Ｄ）、アップリンクＭＩＭＯダウンリンク制御情報フォーマット（フォーマット
４）のみのために、および／またはＵＥ特有の検索スペース内においてのみ規定されうる
。それ故に、後方互換性を維持するために、タイミングアドバンスループインデックスは
、ダウンリンク制御情報フォーマット１Ａ／０のために規定されない可能性がある。より
具体的には、タイミングアドバンスループインデックスは、共通検索スペース内において
規定されない可能性がある。
【００６３】
　[0070]　別の構成において、タイミングアドバンスコマンドは、Ｍのループの各々のた
めに媒体アクセス制御（ＭＡＣ）ペイロードおよび対応するタイミングアドバンスコマン
ド内におけるタイミングアドバンスループのインデックスを介してタイミングアドバンス
ループに明示的に関連付けられうる。Ｍのループの数は、１よりも多くなりうる。タイミ
ングアドバンスループインデックスは、タイミングアドバンスコマンドを特定のループに
関連付ける。
【００６４】
　[0071]　さらなる別の構成において、２つ以上の拡張制御チャネルセットがＵＥのため
に構成される場合、タイミングアドバンスループインデックスおよび／またはタイミング
アドバンスコマンドの関連付けは、拡張制御チャネルセットを介して暗示的に決定されう
る。具体的には、ダウンリンク制御情報が第１の拡張制御チャネルセット（ｅＰＤＣＣＨ
セット１）内において検出される場合、第１のタイミングアドバンスループは、対応する
アップリンク送信（制御送信またはデータ送信）のために使用される。加えて、ダウンリ
ンク制御情報が第２の拡張制御チャネルセット（ｅＰＤＣＣＨセット２）内において検出
される場合、第２のタイミングアドバンスループは、対応するアップリンク送信のために
使用される。
【００６５】
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　[0072]　代替として、他の暗示的な関連付けが規定されうる。一構成において、暗示的
な関連付けは、ダウンリンク制御情報タイプ、制御チャネル復号候補、制御送信および／
またはデータ送信のための仮想セルＩＤ、サブフレームインデックス、サブフレームタイ
プ、ダウンリンク制御情報フォーマット、および／またはローカライズされたあるいは分
散された拡張ダウンリンク制御チャネルに基づきうる。一構成において、ＵＥは、典型的
なダウンリンク制御チャネルおよび拡張ダウンリンク制御チャネルについて異なるサブフ
レームをモニタする。したがって、典型的な制御チャネルは、第１のタイミングアドバン
スループに関連付けられ、拡張制御チャネルは、第２のタイミングアドバンスループに関
連付けられうる。
【００６６】
　[0073]　例えば、第１の仮想セルＩＤが制御チャネルによって使用される（または共有
ダウンリンクチャネルあるいは共有アップリンクチャネルについて制御チャネル内におい
て示される）場合、対応するアップリンク送信は、第１のタイミングアドバンスループに
関連付けられる。さらに、第２の仮想セルＩＤが制御チャネルによって使用される（また
は共有ダウンリンクチャネルあるいは共有アップリンクチャネルについて制御チャネル内
において示される）場合、対応するアップリンク送信は、第２のタイミングアドバンスル
ープに関連付けられる。
【００６７】
　[0074]　いくつかのケースにおいて、共有アップリンクチャネルのためのＮ１電力制御
ループおよびアップリンク制御チャネルのためのＮ２電力制御ループが存在しうる。Ｎ１
は、Ｎ２と等しくありうる、また等しくない可能性がある。一構成において、明示的な決
定／関連付けについて、電力制御ループインデックス（ＰＬＩ）情報フィールドは、共有
アップリンクチャネルに関連付けられる電力制御ループを示すよう規定されうる。明示的
な決定／関連付けは、共有アップリンクチャネルについてスケジュールするダウンリンク
制御情報のために規定されうる。電力制御ループインデックス情報フィールドに対するビ
ットの数は、ダウンリンクグラントについての関数ｌｏｇ２（Ｎ２）ビットに基づきうる
。
【００６８】
　[0075]　別の構成において、ダウンリンク制御情報内における２ビットの送信電力制御
（ＴＰＣ）コマンドは、電力制御ループインデックス情報フィールドによって決定された
特定のループに関連付けられうる。加えて、２ビットの送信電力制御コマンドは、１つの
ダウンリンク制御情報タイプ内において１つ以上のループをカバーするよう拡張されうる
。すなわち、ビットの数は、より多くのループを識別するよう増大しうる。一構成におい
て、送信電力制御コマンドは、２＊Ｎ１の送信電力制御ビットに拡張されうる。例えば、
Ｎ１が２に等しい場合、送信電力制御コマンドは、２つの送信電力制御ビットがループご
とに規定されうるように４ビットでありうる。本構成は、システムの柔軟性を改善し、よ
り単純なソリューションを提供する。さらに、本構成はオーバヘッドを増大しうる。オー
バヘッドは、Ｎ１が大きい場合に増大されうる。さらに、Ｎ１は、２のような、低い値に
限定されうる。
【００６９】
　[0076]　別の構成において、Ｋのビットは、送信電力制御コマンドのために規定されう
る。具体的には、送信電力制御コマンドは、Ｎ１ループまたはＮ２ループのために一緒に
コーディングされうる。本構成において、Ｋは、２より大きく、２Ｎ１より小さい。例と
して、Ｎ１が２の場合、Ｋは、３ビットでありうる。この例において、無線リソース制御
は、８つのセットを構成し、各セットは、（２つのループのうちの１つまたは両方のルー
プのために）送信電力制御コマンドおよびその適用性を規定しうる。３ビットによって表
された８つの値の各々は、８つのセットを構成した無線リソース制御のうちの１つにマッ
ピングされる。本構成は、柔軟性を減少させる間にオーバヘッドを減少させうる。この構
成は、より少ない（この例においては３）ビットでの無線リソース制御シグナリングを使
用するハイブリッド構成である。
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【００７０】
　[0077]　別の構成において、電力制御ループインデックスは、タイミングアドバンスル
ープインデックスとともに別個または一緒にコーディングされうる。一緒にコーディング
された電力制御ループインデックスおよびタイミングアドバンスループインデックスは、
電力制御およびタイミングアドバンスループインデックス（ＰＴＬＩ）と呼ばれうる。本
構成は、全体的なビットの総数を低減する。電力制御およびタイミングアドバンスループ
インデックスについて、１対１マッピングは、電力制御ループおよびタイミングアドバン
スループを関連付けるよう定義されうる。別の構成において、多対１または１対多マッピ
ングが定義されうる。多対１および１対多マッピングは、電力制御ループの数およびタイ
ミングアドバンスループの数が異なる場合に定義されうる。
【００７１】
　[0078]　例として、第１のループは、第１のタイミングアドバンスループおよび第１の
電力制御ループの両方に関連付けられ、さらに、第２のループは、第２のタイミングアド
バンスループおよび第２の電力制御ループの両方に関連付けられる。別の例として、電力
制御およびタイミングアドバンスループインデックスのためのビットが０の場合、第１の
ループは、タイミングアドバンスループおよび電力制御ループの両方のために規定される
。代替として、電力制御およびタイミングアドバンスループインデックスビットが１の場
合、第２のループは、電力制御ループおよびタイミングアドバンスループの両方のために
規定される。
【００７２】
　[0079]　さらなる別の構成において、電力制御およびタイミングアドバンスループイン
デックスのために使用されるビットの数は、ループの数または無線リソース制御（ＲＲＣ
）構成に基づく。例えば、３ビットは、４つの電力制御ループおよび４つのタイミングア
ドバンスループ（すなわち、１６の可能な組み合わせのうちの８つ）を示すよう電力制御
およびタイミングアドバンスループインデックスのために使用されうる。
【００７３】
　[0080]　一構成において、電力制御ループインデックスは、ダウンリンク送信をスケジ
ュールするために使用されたダウンリンク制御情報内において示されえ、同様の処理が、
アップリンク制御チャネルのために遂行されることができる。ループインデックスは、ｌ
ｏｇ１０（Ｎ２）ビットで示されうる。すなわち、ビットの数は、ループの数に依存する
。さらに、送信電力制御コマンドのために使用されたビットは、変化しないままであり、
示されたループに関連付けられうる。
【００７４】
　[0081]　別の構成において、送信電力制御コマンドのために使用されたビットの数は、
拡張されうる。電力制御ループインデックスおよび送信電力制御コマンドの可能な拡張は
、いくつかのダウンリンク制御情報フォーマットのためにのみ適用されることができる。
すなわち、電力制御ループインデックスは、ダウンリンクモード依存ダウンリンク制御情
報フォーマット（例えば、ダウンリンク制御情報フォーマット１／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ
／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄ）、アップリンクＭＩＭＯダウンリンク制御情報フォーマット（フォ
ーマット４）、グループ電力制御フォーマット（３／３Ａ）のために、および／またはＵ
Ｅ特有の検索スペース内においてのみ規定されうる。後方互換性を維持するために、電力
制御ループインデックスは、少なくとも共通検索スペース内におけるダウンリンク制御情
報フォーマット１Ａ／０のために規定されない可能性がある。ダウンリンク制御情報フォ
ーマット１Ａ／０内における送信電力制御コマンドは、第１のループのような、固定され
た電力制御ループに関連付けられうる。
【００７５】
　[0082]　別の構成において、現在のダウンリンク制御情報フォーマット内における既存
のビットは、既存のフォーマットに対するいかなる拡張もなしに電力制御ループを示すよ
う使用されうる。具体的には、一構成において、ダウンリンク制御情報フォーマット２Ｄ
内における２ビットの共有ダウンリンクチャネルレートマッチングおよび疑似コロケーシ
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ョンインジケータ（ＰＱＩ）が使用されうる。すなわち、既存のビットは、新しいビット
を追加する代わりに、再解釈されうる。例えば、００／１０の構成は、２ビットの送信電
力制御が第１のループのためであることを規定しうる。さらに、１０／１１の構成は、２
ビットの送信電力制御が第２のループのためであることを規定しうる。加えて、別の構成
について、ダウンリンク制御情報フォーマット２Ｄ内における１ビットのスクランブルＩ
Ｄ（ｎＳＣＩＤ）は、送信電力制御のために使用されうる。例えば、ｎＳＣＩＤが０の場
合、第１のループが規定され、ｎＳＣＩＤが１の場合、第２のループが規定される。ＰＱ
ＩおよびｎＳＣＩＤの組み合わせはまた、さらなる別の構成内において電力制御ループを
示すよう使用されうる。
【００７６】
　[0083]　なお別の構成において、電力制御ループは、拡張制御チャネルセットに暗示的
に関連付けられうる。すなわち、２つ以上の拡張制御チャネルセットがＵＥのために構成
される場合、ＵＥは、拡張制御チャネルセットインデックスに基づいて電力制御ループお
よび関連する電力制御コマンドを決定しうる。したがって、追加のダウンリンク制御情報
ビットは、追加されない。
【００７７】
　[0084]　例えば、２つの電力制御ループが共有アップリンクチャネルのために規定され
る場合、２つの電力制御ループは、アップリンクチャネルのために規定され、２つの拡張
制御チャネルセットは、ＵＥのために構成され、電力制御ループは、規定された拡張制御
チャネルセットに基づいて決定されうる。本例に基づいて、ダウンリンクグラントが第１
の拡張制御チャネルセット（ｅＰＤＣＣＨセット１）内において検出される場合、ダウン
リンクグラント内における送信電力制御コマンドは、アップリンク制御チャネル電力制御
ループ１のためであると決定され、アップリンク制御チャネル電力制御ループ１は、対応
するサブフレームのために使用される。ダウンリンクグラントが第２の拡張制御チャネル
セット（ｅＰＤＣＣＨセット２）内において検出される場合、送信電力制御コマンドは、
アップリンク制御チャネル電力制御ループ２のためであると決定され、アップリンク制御
チャネル電力制御ループ２は、対応するサブフレームのために使用される。さらに、アッ
プリンクグラントが第１の拡張制御チャネルセット（ｅＰＤＣＣＨセット１）内において
検出される場合、送信電力制御コマンドは、共有アップリンクチャネル電力制御ループ１
のためであると決定され、共有アップリンクチャネル電力制御ループ１は、対応するサブ
フレームのために使用される。最後に、アップリンクグラントが第２の拡張制御チャネル
セット（ｅＰＤＣＣＨセット２）内において検出される場合、送信電力制御は、共有アッ
プリンクチャネル電力制御ループ２のためであると決定され、共有アップリンクチャネル
電力制御ループ２は、対応するサブフレームのために使用される。
【００７８】
　[0085]　例として、ＣｏＭＰまたはマルチフロー動作のための２つのノード間における
バックホールがしきい値を下回る（例えば、理想的でない）場合、第１の拡張制御チャネ
ル（ｅＰＤＣＣＨセット１）は、第１のノードから送信され、第２の拡張制御チャネルセ
ット（ｅＰＤＣＣＨセット２）は、第２のノードから送信される。アップリンク受信はま
た、２つのノードの各々のために別個に構成されうる。この例において、各拡張制御チャ
ネルセットの送信電力制御コマンドは、２つの電力制御ループのうちの１つに関連付けら
れうる。
【００７９】
　[0086]　一構成において、特定のループは、特定のダウンリンク制御情報タイプに関連
付けられうる。すなわち、典型的な制御チャネル内におけるダウンリンク制御情報は常に
、共有アップリンクチャネルおよびアップリンク制御チャネルのための第１のループのよ
うな、固定されたループに関連付けられうる。加えて、拡張制御チャネルのためのダウン
リンク制御情報は、１つまたは複数のループに関連付けられうる。典型的に、前述された
ダウンリンク制御情報タイプベースの関連付けは、決定的またはシグナリングされた無線
リソース制御であることができる。
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【００８０】
　[0087]　復号候補、仮想セルＩＤ、サブフレームインデックス、サブフレームタイプ、
ダウンリンク制御情報フォーマット、ローカライズされたまたは分散された拡張制御チャ
ネル、あるいはそれらの組み合わせに基づく暗示的な関連付けのような、他の暗示的な関
連付けはまた、規定されうる。例えば、第１の仮想セルＩＤが制御チャネルによって使用
される（または共有ダウンリンクチャネルあるいは共有アップリンクチャネルについて制
御チャネル内において示される）場合、対応するアップリンク送信は、第１の電力制御ル
ープに関連付けられる。さらに、第２の仮想セルＩＤが制御チャネルによって使用される
（または共有ダウンリンクチャネルあるいは共有アップリンクチャネルについて制御チャ
ネル内において示される）場合、対応するアップリンク送信は、第２の電力制御ループに
関連付けられる。
【００８１】
　[0088]　決定／関連付けは、ＵＥがキャリアアグリゲーションで構成される場合にキャ
リアごとに遂行されうる。すなわち、使用するタイミングアドバンスおよび電力制御ルー
プの数ならびにアップリンク送信のためにどのタイミング／電力制御ループを使用するか
の決定は、キャリアごとに決定されることができる。
【００８２】
　[0089]　図７は、ワイヤレス通信のための方法７００を例示する。ブロック７０２にお
いて、モバイルデバイスは、ｅノードＢのような、基地局から信号を受信する。モバイル
デバイスは、ブロック７０４内において受信された信号に基づいてタイミングアドバンス
（ＴＡ）ループのセットからのＴＡループをおよび／または電力制御（ＰＣ）ループのセ
ットからのＰＣループを決定する。
【００８３】
　[0090]　一構成において、ＵＥ６５０は、受信するための手段を含むワイヤレス通信の
ために構成される。一構成において、受信手段は、受信手段によって列挙された機能を遂
行するよう構成されたコントローラ／プロセッサ６５９、メモリ６６０、受信プロセッサ
６５６、受信機６５４、および／またはアンテナ６５２でありうる。ＵＥ６５０はまた、
決定するための手段を含むよう構成される。一構成において、決定手段は、決定手段によ
って列挙された機能を遂行するよう構成されたコントローラ／プロセッサ６５９、メモリ
６６０、および／または受信プロセッサ６５６でありうる。別の態様において、上述され
た手段は、上述された手段によって列挙された機能を遂行するよう構成された任意のモジ
ュールまたは任意の装置でありうる。
【００８４】
　[0091]　図８は、ループ制御を用いる装置８００のためのハードウェア実装の一例を例
示する図である。装置８００は、処理システム８１４を含みうる。処理システム８１４は
、バス８２４により一般的に表される、バスアーキテクチャを用いて実装されうる。バス
８２４は、処理システム８１４の特定のアプリケーションおよび全体的な設計の制約に依
存して、任意の数の相互接続バスおよびブリッジを含みうる。バス８２４は、プロセッサ
８２２、モジュール８０２、８０４、およびコンピュータ可読媒体８２６によって表され
た、１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールを含む様々な回
路を互いにリンクさせる。バス８２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧レギュ
レータ、および電力管理回路のような様々な他の回路をリンクしうるが、それらは、当該
技術において知られているので、したがって、これ以上説明されない。
【００８５】
　[0092]　処理システム８１４は、トランシーバ８３０に結合されうる。トランシーバ８
３０は、１つまたは複数のアンテナ８２０に結合される。トランシーバ８３０は、送信媒
体を介する様々な他の装置との通信を可能にする。処理システム８１４は、コンピュータ
可読媒体８２６に結合されたプロセッサ８２２を含む。プロセッサ８２２は、コンピュー
タ可読媒体８２６上において記憶されたソフトウェアの実行を含む、一般的な処理を担う
。ソフトウェアは、プロセッサ８２２によって実行される場合、任意の特定の装置につい
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て説明された様々な機能を処理システム８１４に遂行させる。コンピュータ可読媒体８２
６はまた、ソフトウェアを実行する場合にプロセッサ８２２によって操作されるデータを
記憶するために使用されうる。
【００８６】
　[0093]　処理システム８１４は、ｅノードＢから信号を受信するための受信モジュール
８０２を含む。処理システム８１４はまた、受信された信号に基づいてタイミングアドバ
ンス（ＴＡ）ループのセットからＴＡループをおよび／または電力制御（ＰＣ）ループの
セットからＰＣループを決定するための決定モジュール８０４を含む。モジュールは、プ
ロセッサ８２２内において実行中のソフトウェアモジュール、コンピュータ可読媒体８２
６内において存在する／記憶されたソフトウェアモジュール、プロセッサ８２２に結合さ
れた１つまたは複数のハードウェアモジュール、またはそれらの何らかの組み合わせであ
りうる。処理システム８１４は、ＵＥ６５０のコンポーネントであり、メモリ６６０、お
よび／またはコントローラ／プロセッサ６５９を含みうる。
【００８７】
　[0094]　当業者はさらに、本明細書における開示に関連して説明された様々な例示的な
論理ブロック、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップが電子ハードウェア、コ
ンピュータソフトウェア、または両方の組み合わせとして実装されうることを認識するだ
ろう。ハードウェアおよびソフトウェアのこの互換性を明確に例示するために、様々な例
示的なコンポーネント、ブロック、モジュール、回路、およびステップが、一般的にそれ
らの機能性の観点から上述されてきた。そのような機能性がハードウェアまたはソフトウ
ェアとして実装されるかどうかは、特定のアプリケーションおよびシステム全体に課せら
れる設計制約に依存する。当業者は、説明された機能を特定のアプリケーションごとに様
々な方法で実装しうるが、そのような実装の決定は、本開示の範囲からの逸脱を引き起こ
していると解釈されるべきではない。
【００８８】
　[0095]　本明細書における開示に関連して説明された様々な例示的な論理ブロック、モ
ジュール、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用
途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）また
は他のプログラマブル論理デバイス、離散ゲートまたはトランジスタ論理、離散ハードウ
ェアコンポーネント、または本明細書において説明された機能を遂行するよう設計された
それらの任意の組み合わせを用いて実装または遂行されうる。汎用プロセッサは、マイク
ロプロセッサでありうるが、代替において、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コ
ントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンでありうる。プロセッサはま
た、計算デバイスの組み合わせ、例えば、ＤＳＰおよびマイクロプロセッサ、複数のマイ
クロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携した１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任
意の他のそのような構成の組み合わせとして実装されうる。
【００８９】
　[0096]　本明細書における開示に関連して説明された方法またはアルゴリズムのステッ
プは、直接ハードウェア内において、プロセッサによって実行されたソフトウェアモジュ
ール内において、または２つの組み合わせ内において具現化されうる。ソフトウェアモジ
ュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰ
ＲＯＭ（登録商標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－
ＲＯＭ、または当該技術において知られる任意の他の形態の記憶媒体内において存在しう
る。例証的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を
書き込むことができるように、プロセッサに結合される。代替において、記憶媒体は、プ
ロセッサと一体化されうる。プロセッサおよび記憶媒体は、ＡＳＩＣ内において存在しう
る。ＡＳＩＣは、ユーザ端末内において存在しうる。代替において、プロセッサおよび記
憶媒体は、ユーザ端末内における離散コンポーネントとして存在しうる。
【００９０】
　[0097]　１つまたは複数の例証的な設計において、説明された機能は、ハードウェア、
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ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせ内において実装されう
る。ソフトウェア内において実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上における
１つまたは複数の命令またはコードとして記憶または送信されうる。コンピュータ可読媒
体は、１つの場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒
体を含むコンピュータ記憶媒体および通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用または特
殊用途コンピュータによってアクセスされることができる任意の利用可能な媒体でありう
る。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥ
ＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光学ディスク記憶装置、磁気ディスク記
憶装置または他の磁気記憶デバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態で所望のプロ
グラムコード手段を搬送または記憶するよう使用されることができ、汎用コンピュータま
たは特殊用途コンピュータ、もしくは汎用プロセッサまたは特殊用途プロセッサによって
アクセスされることができる任意の他の媒体を備えることができる。また、任意の接続は
、厳密にはコンピュータ可読媒体と称される。例えば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、
光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無
線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、また
は他の遠隔ソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペ
ア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術は、媒体の
定義に含まれる。本明細書で使用される場合、ディスク（disk）およびディスク（disc）
は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）、光ディスク、デジタ
ル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク、およびブルーレイディ
スクを含み、ここでディスク（disk）は通常、磁気的にデータを再生し、ディスク（disc
）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。上記の組み合わせはまた、コンピュ
ータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００９１】
　[0098]　本開示の先の説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能にする
よう提供される。本開示への様々な変更は、当業者には容易に明らかとなり、本明細書に
おいて定義された包括的な原理は、本開示の精神または範囲から逸脱することなく他の変
形例に適用されうる。したがって、本開示は、本明細書において説明された例および設計
に限定するよう意図されず、本明細書において開示された原理および新規の特徴と一致す
る最も幅広い範囲が付与されるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　基地局から信号を受信することと、
　前記受信された信号に少なくとも部分的に基づいて、複数のタイミングアドバンス（Ｔ
Ａ）ループからのＴＡループ、複数の電力制御（ＰＣ）ループからのＰＣループ、または
それらの組み合わせを決定することと
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記ＴＡループは、前記受信された信号のダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）において含
まれるタイミングアドバンスループインデックス（ＴＬＩ）フィールドに少なくとも部分
的に基づいてさらに決定される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）ペイロードのＴＡループインデックスに少なくとも部分的
に基づいてＴＡコマンドを前記ＴＡループに関連付けることをさらに備える、Ｃ１に記載
の方法。
［Ｃ４］
　前記ＴＡループは、前記受信された信号に関連付けられる拡張物理ダウンリンク制御チ
ャネル（ｅＰＤＣＣＨ）セットに少なくとも部分的に基づいてさらに決定され、
　前記方法は、前記ｅＰＤＣＣＨセットに少なくとも部分的に基づいてＴＡコマンドを前
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記ＴＡループに関連付けることをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記ＴＡループは、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）タイプ、制御チャネル復号候補、
仮想セルＩＤ、サブフレームインデックス、サブフレームタイプ、ＤＣＩフォーマット、
制御チャネルタイプ、またはそれらの組み合わせに少なくとも部分的に基づいてさらに決
定される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記ＰＣループは、前記受信された信号のダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）において含
まれる電力制御ループインデックス（ＰＬＩ）フィールドに少なくとも部分的に基づいて
さらに決定される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記ＰＣループは、前記受信された信号のダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）において含
まれる送信電力制御（ＴＰＣ）コマンドに少なくとも部分的に基づいてさらに決定される
、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記ＰＣループは、前記受信された信号のダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）において含
まれるスクランブルＩＤ（ｎＳＣＩＤ）または疑似コロケーションインジケータ（ＰＱＩ
）フィールドおよび物理ダウンリンク共有チャネルレートマッチングに少なくとも部分的
に基づいてさらに決定される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記ＰＣループは、前記受信された信号に関連付けられた拡張物理ダウンリンク制御チ
ャネル（ｅＰＤＣＣＨ）セットに少なくとも部分的に基づいて決定される、Ｃ１に記載の
方法。
［Ｃ１０］
　前記ＰＣループは、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）タイプ、制御チャネル復号候補、
仮想セルＩＤ、サブフレームインデックス、サブフレームタイプ、ＤＣＩフォーマット、
制御チャネルタイプ、またはそれらの組み合わせに少なくとも部分的に基づいてさらに決
定される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　基地局から信号を受信するための手段と、
　前記受信された信号に少なくとも部分的に基づいて、複数のタイミングアドバンス（Ｔ
Ａ）ループからのＴＡループ、複数の電力制御（ＰＣ）ループからのＰＣループ、または
それらの組み合わせを決定するための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ１２］
　前記ＴＡループを決定するための前記手段は、前記受信された信号のダウンリンク制御
情報（ＤＣＩ）において含まれるタイミングアドバンスループインデックス（ＴＬＩ）フ
ィールドに少なくとも部分的に基づいて前記ＴＡループを決定する、Ｃ１１に記載の装置
。
［Ｃ１３］
　前記ＴＡループを決定するための前記手段は、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）タイプ
、制御チャネル復号候補、仮想セルＩＤ、サブフレームインデックス、サブフレームタイ
プ、ＤＣＩフォーマット、制御チャネルタイプ、またはそれらの組み合わせに少なくとも
部分的に基づいて前記ＴＡループを決定する、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記ＰＣループを決定するための前記手段は、前記受信された信号のダウンリンク制御
情報（ＤＣＩ）において含まれる電力制御ループインデックス（ＰＬＩ）フィールドに少
なくとも部分的に基づいて前記ＰＣループを決定する、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１５］
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　前記ＰＣループを決定するための前記手段は、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）タイプ
、制御チャネル復号候補、仮想セルＩＤ、サブフレームインデックス、サブフレームタイ
プ、ＤＣＩフォーマット、制御チャネルタイプ、またはそれらの組み合わせに少なくとも
部分的に基づいて前記ＰＣループを決定する、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１６］
　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、前記コンピュータプロ
グラム製品は、
　その上に記録されたプログラムコードを有する非一時的なコンピュータ可読媒体を備え
、前記プログラムコードは、
　基地局から信号を受信するコードと、
　前記受信された信号に少なくとも部分的に基づいて、複数のタイミングアドバンス（Ｔ
Ａ）ループからのＴＡループ、複数の電力制御（ＰＣ）ループからのＰＣループ、または
それらの組み合わせを決定するプログラムコードと
　を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ１７］
　前記ＴＡループを決定する前記プログラムコードは、前記受信された信号のダウンリン
ク制御情報（ＤＣＩ）において含まれるタイミングアドバンスループインデックス（ＴＬ
Ｉ）フィールドに少なくとも部分的に基づいて前記ＴＡループを決定するプログラムコー
ドをさらに備える、Ｃ１６に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ１８］
　前記ＴＡループを決定する前記プログラムコードは、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）
タイプ、制御チャネル復号候補、仮想セルＩＤ、サブフレームインデックス、サブフレー
ムタイプ、ＤＣＩフォーマット、制御チャネルタイプ、またはそれらの組み合わせに少な
くとも部分的に基づいて前記ＴＡループを決定するプログラムコードをさらに備える、Ｃ
１６に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ１９］
　前記ＰＣループを決定する前記プログラムコードは、前記受信された信号のダウンリン
ク制御情報（ＤＣＩ）内において含まれる電力制御ループインデックス（ＰＬＩ）フィー
ルドに少なくとも部分的に基づいて前記ＰＣループを決定するプログラムコードをさらに
備える、Ｃ１６に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２０］
　前記ＰＣループを決定する前記プログラムコードは、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）
タイプ、制御チャネル復号候補、仮想セルＩＤ、サブフレームインデックス、サブフレー
ムタイプ、ＤＣＩフォーマット、制御チャネルタイプ、またはそれらの組み合わせに少な
くとも部分的に基づいて前記ＰＣループを決定するプログラムコードをさらに備える、Ｃ
１６に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　基地局から信号を受信することと、
　前記受信された信号に少なくとも部分的に基づいて、複数のタイミングアドバンス（Ｔ
Ａ）ループからのＴＡループ、複数の電力制御（ＰＣ）ループからのＰＣループ、または
それらの組み合わせを決定することと
　を行うように構成される、装置。
［Ｃ２２］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記受信された信号のダウンリンク制御情報（Ｄ
ＣＩ）において含まれるタイミングアドバンスループインデックス（ＴＬＩ）フィールド
に少なくとも部分的に基づいて前記ＴＡループを決定するようさらに構成される、Ｃ２１
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［Ｃ２３］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）ペイロードのＴＡル
ープインデックスに少なくとも部分的に基づいてＴＡコマンドを前記ＴＡループに関連付
けるようさらに構成される、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記受信された信号に関連付けられる拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣ
Ｈ）セットに少なくとも部分的に基づいて前記ＴＡループを決定することと、
　前記ｅＰＤＣＣＨセットに少なくとも部分的に基づいてＴＡコマンドを前記ＴＡループ
に関連付けることと
　を行うようさらに構成される、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）タイプ、制御チ
ャネル復号候補、仮想セルＩＤ、サブフレームインデックス、サブフレームタイプ、ＤＣ
Ｉフォーマット、制御チャネルタイプ、またはそれらの組み合わせに少なくとも部分的に
基づいて前記ＴＡループを決定するようさらに構成される、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記受信された信号のダウンリンク制御情報（Ｄ
ＣＩ）において含まれる電力制御ループインデックス（ＰＬＩ）フィールドに少なくとも
部分的に基づいて前記ＰＣループを決定するようさらに構成される、Ｃ２１に記載の装置
。
［Ｃ２７］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記受信された信号のダウンリンク制御情報（Ｄ
ＣＩ）において含まれる送信電力制御（ＴＰＣ）コマンドに少なくとも部分的に基づいて
前記ＰＣループを決定するようさらに構成される、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記受信された信号のダウンリンク制御情報（Ｄ
ＣＩ）内において含まれるスクランブルＩＤ（ｎＳＣＩＤ）または疑似コロケーションイ
ンジケータ（ＰＱＩ）フィールドおよび物理ダウンリンク共有チャネルレートマッチング
に少なくとも部分的に基づいて前記ＰＣループを決定するようさらに構成される、Ｃ２１
に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記受信された信号に関連付けられる拡張物理ダ
ウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）セットに少なくとも部分的に基づいて前記ＰＣ
ループを決定するようさらに構成される、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）タイプ、制御チ
ャネル復号候補、仮想セルＩＤ、サブフレームインデックス、サブフレームタイプ、ＤＣ
Ｉフォーマット、制御チャネルタイプ、またはそれらの組み合わせに少なくとも部分的に
基づいて前記ＰＣループを決定するようさらに構成される、Ｃ２１に記載の装置。
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